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? 内 丘担-'D'. 
Shakespeare's Place-Names Commentary 
Kiγzg Richaγd the Secoγzd 
Yutaka Takeuchi 
Abstract 
This comment丘町 is designed to treat the names of places in Shakespeare's plays. 
Although the names of places are formally recorded in nearly ev巴ryedition. as words， 
they are summarily dismiss巴d-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are closely related with history of man 
This commentary is attempted in the b巴liefthat knowledge of names of places is an 
important step in understanding human works in ma口yfi巴lds-especiallyin literature. 
1 London し 1. ト書 SHE-11) 
2 Gaunt 1. 1. ト書 附図 2-1B 
これは次項 3のLancasterと同じくリチヤード二世の叔父ジョン










ジョンは権力を恋にしたエドワード三世(1312.11. 13-1377. 6. 21. 
r . 1327-77)の第四子2)である。彼は，リチヤード二世の父，つまりエドワー
ド三世の第一子にして黒太子BlackPrinceの有名な梓名で呼ばれたエド
ワード (1330.6. 15-1376. 6. 8)とは兄弟であった。ジョンはベルギー
のこの地ゴーントで生れたのでこの地名を個人名に冠してジョン・オブ・



















3 Lancaster 1. 1. 1 附図 1-2・3D
(62) 




















考えることをロンドンは明日考える」“WhatManchester thinks today， Lon-













のため人民の反発を買い，ロンドンのサボイ Savoy(附図 3-2 C)にあっ
た彼の豪館は 1381年6月タイラ-Wat Tyler3)が率いた農民一撲の連中に
同月 13日(木曜日)襲われ焼き打ちを受けた4)。
尚ジョンは英詩の父といわれるチョーサ-Geoffrey Chaucer (ca. 1340 
1400. 10. 25)のノぐトロンであった。
4 Hereford 1. 1. 3 SHE-1 
5 Norfolk 1. 1. 6 SHE-1 



















7 Gloucester 1. 1. 100 附図 1-5D
グロスターと読む。これもグロスター市のことでなくここでは州のこと。
Gloucesterとも Gloucestershireとも呼ぶ。Glosと略称する。イングランド南
西部の州で，A.EハウスマンがAShroρ'shire LadのXX 1 iブリードン山J































Jean d'Aire，そしてジャック・ド・ウ、イエッサン Jacquesde Wiessantとそ
の弟のピエール・ド・ヴ、イエッサン Pierrede Wiessant，それにジャン・





彫刻家ロダン FrancoisAuguste Rene Rodin (1840. 11. 12-1917. 11. 17) 
に依頼した。 1884年から 1888年にかけてブロンズ『カレーの市民jLes 























Tower Gardens (附図3-3 B)で， i群像Jは国会議事堂を背にしている。
尚，上野の国立西洋美術館にもこれと同じもの8)が所蔵されている。
































Godi va (Godgi fuとも記す， fl. 1040-1080) とはマーシア伯レオフリック
Leofric， Earl of Marcia ( ? -1057. 8. 31)の夫人の名である。レオフリッ
ク伯はラテン名では Leuricusといい，当時エドワード証信王に娘エディス































またすぐれた年代記作者でもあったウエンドーヴ、アのロチ、ャー Roger of 




liam Dugdale (1605~ 1686)の『ウォリツクシャーの故事来歴.1Antiquities 01 
Warwickshire ( 1656)にあり，これは更にウォリック出身の怒り屋のランド-
Walter Savage Landor (1775 ~ 1864)がイタリアのフイレンツェで書いた五
巻本の『架空の話.1!maginary Conversation (1824~29) の中に書いている。
また桂冠詩人テニスンが 1842年に「ゴ夕、イヴァJGodiva， A Tale 01 Coventry 
の詩を発表している。その他にも詩人・劇作家のドレエィトン Michael
Drayton (l563~ 1631)，ジャーナリスト・詩人・批評家・随筆家として一時















10 W oodstock 1. 1. 1 附図 1-5E
ここでいわれる Woodstock'sbloodというのはグロスター公 Dukeof Glou 
cesterのことで，公は元Thomasof W oodstockといし、'エドワード三世の第
六子で 1377年Earlof Buckinghamとなり， 1385年Dukeof Gloucesterと
なった。 1397年リチヤード二世によって 12項に述べるプレェイシ-Plashy 
で捕えられ，フランスのカレーに連れて行かれてそこで殺された。 9月8日







1173年へンリ一二世は王妃エレナ-Eleanor of Aqui taine (ca. 1123 









Hic jacet in tumba Rosa mundi， non rosa munda : 




エドワード一世の第二子Edmundof Woodstock( 1301← 1330.後の Earlof 
Kent)がこ冶で生れ，またエドワード三世の長子黒太子 Black Prince， 





































ウ、、アンブルー(ヴアンブラ)Sir John Vanbrugh (Vanburgh. 1664-1726. 
3. 26)であった。ヴアンブルーの生涯は曲折に富み， 1683年から 2年間フ














チャーチルSirWinston Leonard Spencer Churchillはこの公爵家の分家に






11 York 1. I. 62 SHE-1 



















ドン州 Countyof Greater Londonに入れられている。














































16 Northumberland I. 1.147 SHE-1 
(76) 
「リチヤード二世」地誌考 351 















ド・セアラムについて SHE~ 10 
18 Port le Blanc I. 1. 277 附図 2~2A




















20 Exeter II.I.281 附図 1-6C
イキ、リス南西部，デヴオンシャーの州都。ロンドンのウォータールー駅か











ンヂ公は 1688年 11月5日， 300隻近い大船隊を率いてオランダを出発し，デ
(78) 
「リチヤード二世J地誌考 353 
ウ守オンリー ト!のトー ・べイ TorBayという湾に到着し， 翌6日湾の南のブリ ック
スハム Brixhamに上陸し，エクセターに無血入城し，市の主教邸に司令部を
設け多くの貴族 ・ジェントルマンの支持を受けてロ ン ドンに向けて進箪し，
1689年4月11日英国王位に就いたのであった。オレンジ公の遠征軍の陣容














てられた。レオフリ ックは 1072年に亡くなったが彼がこ、に残した所謂 「エ
クセタ一本JCodex Exoniensお(The Exeter Book)はまことに貴重な文献で
ある。これは誰かが 950年から 1000年の間 (975年頃と推定される)に書き
写したものをレオフリ ックが 1060年頃この聖堂の教会堂に残したものが今
日保存されている。内容はoE (古代英語)の哀歌としての代表作品である
『さすらいの人jThe Wandererや 『海行くものjThe Seafarer等である。
21 Canterbury I. 1. 282 SHE-1 























25 W orcester I. 1. 58 附図 1-4D
ここではWorcestershireのことをいう。イングランド中部の州で irへン

































種痘法の発見者ジェンナ-Edward Jenner (1749. 5. 17-1823. 1. 26) 
の生地でもある。





























28 Catswold I. II. 9 附図 1-5D.E
これはグロスター州の東部を西南から東北にかけて連なる山地でコッ











29 Salisbury I. N. ト書 SHE-1 




で97km ( 1時間 45分。この線は普通列車のみ)，北東のエディンパラに鉄道

















31 Barkloughly II. I. 1 附図 1-4B
リチヤード二世がアイルランド遠征から帰国した上陸地点をホリンシェド
はBarclowlieと記録していて，シェイクスビアはこれに拠ったものである
が，他の年代記ではその地点をミルフォード Milford(附図 1-5 A)ある
いはペンブローク Pembroke(附図 1-5 B) としている。 Barclowlie
(Barkloughly)は多分今日のハーレック Harlechであると推測されている。こ
こはその城で有名で，城はエドワード一世がウェイルズ統合のためにウェイ
ルズに多くの城 Aberystwyth， Beaumaris， Builth Wells， Caenarvon， 
















ベンブローク伯ハーパート卿LordHerebrt， Earl of Pembrokeとその弟Sir
Richard Herbertの率いる白パラのヨーク軍を悩ました。城に龍もるウェイル
ズの忠節な猛将夕、フィッド-アブ・アイニオン Dafyddap Ieuan (Dafydd ab 
Einion)の守りは固かった。この時にダブイッドが作曲したといわれる「ハー
レックの男たちの行進JTheMarch of the Men of Harlechという曲は龍域軍
の士気を高めたといわれる。この曲は今日弘くイギリス人に親しまれている。
降服勧告に答えたダブイッドの昂然たる答は今日迄伝えられている有名なも
のである。一“Ihad once hold a castle in France so long against siege that 
al the old women in Wales talked of it， and now I will hold a castle in Wales 
until the old women of France talked of it !"城門での戦死者は 6，000人で
あった。寵城軍の勇敢さに感動したノ¥ーパート卿はエドワード四世にダ
ブイッド以下龍城軍の助命を約束させたという。























































35 Surrey N. 1. ト書 SHE-1 







るので、ゥーェネツィアは一名 Lacitta della lagunaともいわれる。人口約36.7





















37 Golgotha N_ 1 _ 144 5MB 
(88) 
「リチヤード二世」地誌考 363 
38 Troy V. 1. 11 SJC 






















ビー卿の生地である (SMB， P. 333)。
(89) 
364 竹内豊
41 Oxford V. I. 52 SHE -2 

























44 Bordeaux V _ N_ 33 SHE-1 



































ター Colchester(附図 1-5 G)で生れてそこで煉瓦工 (tiler)であったらしい。労働者条
例・人頭税・その他の経済的不満に抗議して 1381年6月10日(月)結集した反乱農民は











4 ) この館は元来は 1240年，へンリ一三世の王妃の叔父であって小シャル7ーニュ

















9 ) ロンドンの有名なコウーェント・ガーテーン CoventGard巴n(附図 3-2 C)の名は
「修道院の庭Jconvent gardenのつまって出来た名である(筆者 mOUDICCAJp. 345 
参看)。
10 ) W oodstockの名は 1000年頃アングロ・サクソン法典Anglo-SaxonLawsに
Wudustocと、 1123年には『アングロ・サクソン年代記』に Wudestokeと記録されていた。








12) 680-755。デボンシャーのカートン Kirton又は Creditonに生れ，元の名は
Winfrid又は Winfrithであった。 Bonifaceの名は彼の司祭としての精進献身に対して教
皇グレゴリオ二世によって与えられたと伝えられる。 716年二人の徒僧を従えて大陸に渡












知られる詩文書は有名でこれがBritishLibraryにコピーされ， 1842年 CodexExoniensis 
として出版され，更に 1933年別のものも附加された復製本が出版された。
14) ベネディクト修道士としてフランスで修業。 961年から 992年までウスター司教。
また 972年から 992年までヨークの司教も兼ねた。 992年2月29日没。
(93) 
368 竹内豊







18) ロンドンのストランド街に 1874年にロウ・コーツ Law Courts (正式名 Royal



















































A B C 
l 
むし
3 
Vi … J↓LιんO阿附吋山W附附叫e町rべ山
4 
「カレーの群像」
(97) 
372 竹内豊
(98) 
